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開催までシンクロナイズドスイミングの見どころ 少年女子によるデュエット種目で競われ、テクニカルルーティ
ン(伴奏音楽を使用し、定められた規定要素を実施)とフリールーティン(伴奏音楽を用いた自由な構成で
演技)を実施し、順位を決めます。2人のコンビネーションによる一糸乱れぬ演技が注目です！
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▲1964年の東京オリンピック記念大売出しの様子(砂町銀座商店街)

▲「やよい」で東京港をミニクルーズ

(青山学院大学教授・博物館明治村館
長)、長尾充(文化庁参事官(建造物担
当)付主任文化財調査官)、佐藤哲章(江
東区副区長)、松下修(明治丸海事ミュ
ージアム館長)、岩本勝美(東京海洋大
学大学院教授)、苦瀬博仁(東京海洋大
学大学院教授) ▢申 当日直接会場へ
▢問 東京海洋大学総務課広報室☎5463
-1609［企画展示の問合先］明治丸海事
ミュージアム☎5245-7360▢HP http://
www.kaiyodai.ac.jp/

乗会等※乗船については全便開場と同
時受付(先着順、乗船希望者本人の受
付)※当日は2020年オリンピック・パ
ラリンピック招致のブースも出展しま
す▢申 当日直接会場へ※天候により一
部イベントに変更あり
［明治丸シンポジウム］▢時 7／15(月・
祝)13：00〜17：00 ▢場 東京海洋大学越
中島キャンパス越中島会館2階講堂
▢人 400人(先着順)▢費 無料▢師 松山
優治(東京海洋大学前学長)、鈴木博之

▢時 7／15(月・祝)10：00〜16：
00(9：30開場)▢場 東京海洋大
学越中島キャンパス(越中島2
-1-6)※品川キャンパスも催
し物あり▢人 どなたでも▢費
無料 ▢内 企画展示｢明治を輝

て

らした光｣(7／2(火)〜31(水)
の火〜金曜および第1・3土曜、
10：00〜16：00も開催)、越中
島キャンパス内史跡めぐり、
｢明治丸シンポジウム｣の開催、
研究室・実験室公開、船の試


